
(57)【要約】

【課題】衣料品において高い伸縮性が要求される襟元、

袖口及び裾などの部分や全体にわたって高い伸縮性が要

求される婦人用下着類に使用される伸縮性経編地におい

て、伸縮を繰り返しても経編糸から弾性経糸が抜けない

ようにする。

【解決手段】鎖編に編成された連続するループからなる

複数の経編糸と、経編糸に対してループを通すように挿

入される弾性経糸と、当該経編糸の２本以上を連結する

ように挿入される緯糸とからなる伸縮性経編地において

、前記経編糸を弾性糸により編成し、伸縮を繰り返して

も前記弾性経糸が経編糸のループから抜けないようにす

る。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
鎖 編 に 編 成 さ れ た 連 続 す る ル ー プ か ら な る 複 数 の 経 編 糸 と 、 当 該 経 編 糸 に 対 し て ル ー プ を
通 す よ う に 挿 入 さ れ る 弾 性 経 糸 と 、 当 該 経 編 糸 の 二 本 以 上 を 連 結 す る よ う に 挿 入 さ れ る 緯
糸 と か ら な る 伸 縮 性 経 編 地 に お い て 、 前 記 経 編 糸 が 弾 性 糸 か ら 編 成 さ れ て お り 、 伸 縮 を 繰
り 返 し て も 前 記 弾 性 経 糸 が 経 編 糸 の ル ー プ か ら 抜 け な い よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す
る 伸 縮 性 経 編 地 。
【 請 求 項 ２ 】
経 編 糸 が 弾 性 経 糸 と 同 程 度 の 伸 縮 力 を 有 す る 弾 性 糸 か ら 編 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 伸
縮 性 経 編 地 。
【 請 求 項 ３ 】
経 編 糸 が 伸 度 ２ ～ ５ 倍 の 弾 性 糸 か ら 編 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 伸 縮 性 経 編 地 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 衣 料 品 に お い て 高 い 伸 縮 性 が 要 求 さ れ る 襟 元 、 袖 口 及 び 裾 な ど の 部 分 や 全 体 に
わ た っ て 高 い 伸 縮 性 が 要 求 さ れ る ガ ー ド ル な ど の 婦 人 用 下 着 類 に 使 用 さ れ る 伸 縮 性 経 編 地
に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
周 知 の 通 り 、 衣 料 品 に お け る 襟 元 、 袖 口 及 び 裾 な ど の 高 い 伸 縮 性 が 要 求 さ れ る 部 分 や 全 体
に わ た っ て 高 い 伸 縮 性 が 要 求 さ れ る ガ ー ド ル な ど の 婦 人 用 下 着 に は 、 高 い 伸 縮 性 を 有 す る
と 共 に 安 価 に 製 造 で き る 伸 縮 性 経 編 地 が 汎 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の 代 表 的 な 経 編 地 と し て 、 後 出 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 熱 可 塑 性 糸 条 に 屈 曲 癖 付
し た い わ ゆ る ク リ ン プ ト 糸 １ と こ れ よ り 細 く 伸 縮 性 の な い 糸 ２ と ゴ ム 糸 ３ を 用 い 、 各 ウ ェ
ー ル 毎 に 鎖 編 目 列 を 構 成 し 、 糸 ２ は 隣 接 の ２ ウ ェ ー ル の 間 を 往 復 し て 各 鎖 編 目 の 間 を 潜 通
し 、 数 コ ー ス の 後 に １ ウ ェ ー ル だ け 右 あ る い は 左 に 移 行 し て 隣 接 ２ ウ ェ ー ル に わ っ た て 前
記 同 様 数 コ ー ス 往 復 し 、 さ ら に 原 位 置 に 戻 っ て 隣 接 ２ ウ ェ ー ル 間 を 往 復 し て 網 目 編 を 形 成
し 、 ゴ ム 糸 ３ は １ ウ ェ ー ル の 鎖 編 目 の 間 を 左 右 に 蛇 行 挿 入 し た パ イ ル を 有 す る ゴ ム 条 入 経
メ リ ヤ ス が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 公 昭 ３ ７ － １ ６ ８ ９ ３ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 、 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 前 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る パ イ ル を 有 す る ゴ ム 条 入 経 メ リ ヤ ス （ 伸 縮 性 経 編 地
） に お い て は 、 伸 縮 を 繰 り 返 し て い る と 、 鎖 編 目 列 に 蛇 行 挿 通 さ れ た ゴ ム 糸 が 鎖 編 目 列 の
鎖 編 目 か ら 抜 け 、 経 編 地 の 端 部 に 挿 入 さ れ て い た ゴ ム 糸 が 経 編 地 の 中 央 部 に 寄 っ て し ま い
糸 抜 け が 生 じ る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 伸 縮 を 繰 り 返 し て も 糸 抜 け が 発 生 し な い 伸 縮 性 経 編 地 を 提 供 す る こ と
を 技 術 的 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 者 は 、 前 記 技 術 的 課 題 を 解 決 す べ く 、 先 ず 、 前 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る パ イ ル を
有 す る ゴ ム 条 入 経 メ リ ヤ ス を 詳 細 に 検 討 し た 結 果 、 鎖 編 目 列 に 蛇 行 挿 通 さ れ た ゴ ム 糸 が 鎖
編 目 列 の 鎖 編 目 か ら 抜 け て 糸 抜 け が 生 じ る 現 象 は 、 ク リ ン プ ト 糸 か ら な る 鎖 編 目 列 に よ る
ゴ ム 糸 の 締 め つ け が 弱 い こ と や 、 鎖 編 目 列 に 蛇 行 挿 通 さ れ た ゴ ム 糸 が 弾 性 糸 で あ る の に 対
し て 鎖 編 目 列 を 構 成 す る ク リ ン プ ト 糸 が 非 弾 性 糸 で あ る た め 、 両 糸 の 間 に 大 き な 伸 縮 力 の
差 が 生 じ 、 収 縮 時 に 伸 縮 力 の 強 い ゴ ム 糸 が 伸 縮 力 の 弱 い ク リ ン プ ト 糸 よ り も 勢 い 良 く 収 縮
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す る こ と が 原 因 で あ る と 推 察 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ し て 、 本 発 明 者 は 、 前 記 推 察 に 基 づ き 、 さ ら な る 研 究 ・ 実 験 を 重 ね た 結 果 、 鎖 編 に 編 成
さ れ た 連 続 す る ル ー プ か ら な る 複 数 の 経 編 糸 と 、 当 該 経 編 糸 に 対 し て ル ー プ を 通 す よ う に
挿 入 さ れ る 弾 性 経 糸 と 、 当 該 経 編 糸 の 二 本 以 上 を 連 結 す る よ う に 挿 入 さ れ る 緯 糸 と か ら な
る 伸 縮 性 経 編 地 に お い て 、 前 記 経 編 糸 を 弾 性 糸 に よ り 編 成 す れ ば 、 経 編 糸 に よ る 弾 性 経 糸
の 締 め つ け が 増 し 、 ま た 、 経 編 糸 の 伸 縮 力 と 弾 性 経 糸 の 伸 縮 力 と の 間 に 伸 縮 力 の 大 き な 差
が な く な っ て 収 縮 時 に 経 編 糸 と 弾 性 経 糸 と が ほ ぼ 同 じ 力 で 収 縮 す る た め 、 伸 縮 を 繰 り 返 し
て も 弾 性 経 糸 が 経 編 糸 の ル ー プ か ら 抜 け な い と い う 刮 目 す べ き 知 見 を 得 、 前 記 技 術 的 課 題
を 達 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 技 術 的 課 題 は 、 次 の 通 り の 本 発 明 に よ っ て 解 決 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
即 ち 、 本 発 明 に 係 る 伸 縮 性 経 編 地 は 、 鎖 編 に 編 成 さ れ た 連 続 す る ル ー プ か ら な る 複 数 の 経
編 糸 と 、 当 該 経 編 糸 に 対 し て ル ー プ を 通 す よ う に 挿 入 さ れ る 弾 性 経 糸 と 、 当 該 経 編 糸 の ２
本 以 上 を 連 結 す る よ う に 挿 入 さ れ る 緯 糸 と か ら な る 伸 縮 性 経 編 地 に お い て 、 前 記 経 編 糸 が
弾 性 糸 か ら 編 成 さ れ て お り 、 伸 縮 を 繰 り 返 し て も 前 記 弾 性 経 糸 が 経 編 糸 の ル ー プ か ら 抜 け
な い よ う に な っ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 伸 縮 性 経 編 地 に お い て 、 経 編 糸 が 弾 性 経 糸 と 同 程 度 の 伸 縮 力 を 有 す
る 弾 性 糸 か ら 編 成 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 伸 縮 性 経 編 地 に お い て 、 経 編 糸 が 伸 度 ２ ～ ５ 倍 の 弾 性 糸 か ら 編 成 さ
れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
実 施 の 形 態 １ ．
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ は 本 実 施 の 形 態 に 係 る 伸 縮 性 経 編 地 を 模 型 的 に 示 し た 部 分 拡 大 図 で あ り 、 図 ２ は 図 １
に 示 す 伸 縮 性 経 編 地 に お け る 経 編 糸 と 弾 性 経 糸 と の 位 置 関 係 を 示 し た 説 明 図 で あ り 、 図 ３
は 図 １ に 示 す 伸 縮 性 経 編 地 に お け る 経 編 糸 と 緯 糸 と の 位 置 関 係 を 示 し た 説 明 図 で あ り 、 こ
れ ら の 図 に お い て 、 １ は 、 鎖 編 に 編 成 さ れ た 連 続 す る ル ー プ か ら な る 複 数 の 経 編 糸 ２ と 、
各 経 編 糸 ２ 毎 に 挿 入 さ れ る 弾 性 経 糸 ３ と 、 経 編 糸 ２ を 三 本 毎 に 連 結 す る よ う に 挿 入 さ れ る
緯 糸 ４ と か ら な る 伸 縮 性 経 編 地 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
経 編 糸 ２ は 、 ル ー プ ５ と ル ー プ ５ を 繋 ぐ 連 結 部 ６ と か ら 構 成 さ れ て お り 、 Ｘ コ ー ス に 位 置
す る ル ー プ ５ か ら 編 成 方 向 （ 図 １ 中 、 矢 印 Ａ 方 向 ） 側 の Ｙ コ ー ス へ 延 伸 さ れ た 連 結 部 ６ の
一 方 側 （ 図 １ 中 、 右 側 ） に Ｘ コ ー ス に 位 置 す る ル ー プ ５ と 鎖 状 に 連 結 す る よ う に ル ー プ ５
が 形 成 さ れ 、 次 に 、 Ｙ コ ー ス に 位 置 す る ル ー プ ５ か ら 編 成 方 向 側 の Ｚ コ ー ス へ 延 伸 さ れ た
連 結 部 ６ の 一 方 側 に Ｙ コ ー ス に 位 置 す る ル ー プ ５ と 鎖 状 に 連 結 す る よ う に ル ー プ ５ が 形 成
さ れ 、 こ れ を 繰 り 返 し て 鎖 編 に 編 成 さ れ た も の で あ る 。 従 っ て 、 経 編 糸 ２ は 、 各 コ ー ス に
位 置 す る ル ー プ ５ が 鎖 状 に 連 結 さ れ た 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
弾 性 経 糸 ３ は 、 経 編 糸 ２ の Ｘ コ ー ス に 位 置 す る ル ー プ ５ に 通 さ れ 、 次 に 、 Ｕ タ ー ン 部 ７ を
介 し て Ｙ コ ー ス に 位 置 す る ル ー プ ５ に 通 さ れ 、 続 い て 、 Ｕ タ ー ン 部 ７ を 介 し て Ｚ コ ー ス に
位 置 す る ル ー プ ５ に 通 さ れ 、 こ れ を 繰 り 返 し て 経 編 糸 ２ に 対 し て ジ グ ザ グ 状 に 挿 入 さ れ る
（ 図 ２ 参 照 ） 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
緯 糸 ４ は 、 連 続 す る 三 本 の 経 編 糸 ２ の Ｘ コ ー ス に 位 置 す る 各 ル ー プ ５ に 順 次 通 さ れ 、 次 に
、 Ｕ タ ー ン 部 ８ を 介 し て Ｙ コ ー ス に 位 置 す る 各 ル ー プ ５ に 順 次 通 さ れ 、 続 い て 、 Ｕ タ ー ン
部 ８ を 介 し て Ｚ コ ー ス に 位 置 す る 各 ル ー プ ５ に 順 次 通 さ れ 、 こ れ を 繰 り 返 し て 当 該 三 本 の
経 編 糸 ２ に 対 し て ジ グ ザ グ 状 に 挿 入 さ れ る 。 そ し て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 隣 り 合 う 緯 糸 ４
が 一 本 の 経 編 糸 ２ を 共 有 し た 状 態 で そ れ ぞ れ 三 本 の 経 編 糸 ２ を 連 結 す る よ う に 挿 入 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
経 編 糸 ２ は 弾 性 糸 に よ り 編 成 さ れ て お り 、 弾 性 糸 と し て は 、 伸 度 が ２ ～ ５ 倍 の ゴ ム 糸 、 ス
パ ン デ ッ ク ス 又 は 被 覆 糸 な ど を 使 用 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ゴ ム 糸 又 は ス パ ン デ ッ ク ス と し て は 、 １ ５ ～ １ ４ ０ 　 デ ニ ー ル の も の を 使 用 す れ ば よ く 、
ゴ ム 糸 と し て は 、 天 然 ゴ ム や ポ リ ウ レ タ ン ゴ ム な ど の 合 成 ゴ ム か ら な る も の が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
被 覆 糸 は 、 弾 性 を 有 す る 芯 糸 に 外 装 糸 を 一 重 以 上 に 巻 き 付 け た も の で あ る 。 芯 糸 と し て は
、 太 さ が １ ５ ～ ７ ０ デ ニ ー ル 、 好 ま し く は ３ ０ ～ ４ ０ デ ニ ー ル の も の を 使 用 す れ ば よ く 、
例 え ば 、 天 然 ゴ ム や ポ リ ウ レ タ ン ゴ ム な ど の 合 成 ゴ ム か ら な る ゴ ム 糸 又 は ス パ ン デ ッ ク ス
な ど を 使 用 す れ ば よ い 。 具 体 的 に は 、 Ｌ Ｙ Ｃ Ｒ Ａ （ 商 品 名 ： 東 レ ・ デ ュ ポ ン 株 式 会 社 製 ）
、 エ ス パ （ 商 品 名 ： 東 洋 紡 績 株 式 会 社 製 ） 、 ロ イ カ （ 商 品 名 ： 旭 化 成 株 式 会 社 製 ） 又 は ス
パ ン フ レ ッ シ ュ （ 商 品 名 ： 富 士 紡 績 株 式 会 社 製 ） な ど が あ る 。 外 装 糸 と し て は 、 太 さ が １
０ ～ １ ５ ０ 　 デ ニ ー ル の 弾 性 を 有 し な い 糸 を 使 用 す れ ば よ く 、 例 え ば 、 ナ イ ロ ン 繊 維 、 ポ
リ エ ス テ ル 繊 維 又 は レ ー ヨ ン 繊 維 な ど か ら な る 紡 績 糸 や フ ィ ラ メ ン ト 糸 を 使 用 す れ ば よ く
、 ま た 、 紡 績 糸 に バ ル キ ー 加 工 を 施 し た も の や フ ィ ラ メ ン ト 糸 に ウ ー リ ー 加 工 を 施 し た も
の を 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
弾 性 経 糸 ３ と し て は 、 伸 度 が ２ ～ ５ 倍 の ゴ ム 糸 、 ス パ ン デ ッ ク ス 又 は 被 覆 糸 な ど を 使 用 す
れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ゴ ム 糸 や ス パ ン デ ッ ク ス と し て は 、 １ ５ ～ １ １ ２ ０ デ ニ ー ル の も の を 使 用 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
被 覆 糸 の 芯 糸 と し て は 、 太 さ を １ ５ ～ １ １ ２ ０ デ ニ ー ル 、 好 ま し く は ２ ８ ０ 　 ～ ８ ４ ０ 　
デ ニ ー ル と す る 外 は 、 前 記 経 編 糸 ２ に 使 用 さ れ る 被 覆 糸 の 芯 糸 と 同 様 の 素 材 か ら な る も の
を 使 用 す れ ば よ く 、 ま た 、 外 装 糸 と し て は 、 太 さ を １ ０ ～ ３ ０ ０ 　 デ ニ ー ル と す る 外 は 、
前 記 経 編 糸 ２ に 使 用 さ れ る 被 覆 糸 の 外 装 糸 と 同 様 の 素 材 か ら な る も の を 使 用 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
緯 糸 ４ と し て は 、 吸 汗 性 、 速 乾 性 、 制 菌 性 、 消 臭 性 、 恒 久 性 又 は 放 湿 性 な ど の 特 性 や マ イ
ナ ス イ オ ン や 遠 赤 外 線 を 発 生 さ せ る 機 能 な ど を 備 え た 各 種 機 能 性 糸 を 使 用 す る こ と が で き
、 例 え ば 、 ア ク リ ル 繊 維 、 綿 繊 維 又 は レ ー ヨ ン 繊 維 な ど か ら な る 弾 力 性 を 有 し な い 紡 績 糸
或 い は ナ イ ロ ン 繊 維 、 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 又 は レ ー ヨ ン 繊 維 な ど か ら な る 弾 力 性 を 有 し な い
フ ィ ラ メ ン ト 糸 な ど を 使 用 す れ ば よ い 。 具 体 的 に は 、 吸 汗 性 、 速 乾 性 、 制 菌 性 及 び 消 臭 性
に 優 れ た ビ オ セ ー フ （ 商 品 名 ： カ ネ ボ ウ 株 式 会 社 製 ） 、 マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ せ る 機 能
を 備 え た イ オ ン セ ー フ （ 商 品 名 ： カ ネ ボ ウ 株 式 会 社 製 ） 、 遠 赤 外 線 を 発 生 さ せ る 機 能 を 備
え た マ ソ ニ ッ ク （ 商 品 名 ： カ ネ ボ ウ 株 式 会 社 製 ） 、 吸 汗 性 及 び 速 乾 性 に 優 れ た ス ピ ン エ ア
（ 商 品 名 ： 倉 敷 紡 績 株 式 会 社 製 ） や テ ク ノ フ ァ イ ン （ 商 品 名 ： 旭 化 成 株 式 会 社 ） 、 恒 久 性
及 び 放 湿 性 に 優 れ た キ ュ ー プ （ 商 品 名 ： 東 レ 株 式 会 社 製 ） な ど の 機 能 性 糸 が 使 用 で き る 。
緯 糸 ４ と し て 異 な る 特 性 や 機 能 を 備 え た 複 数 の 機 能 糸 を 引 き 揃 え て 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 緯 糸 ４ が 経 編 糸 ２ を 三 本 毎 に 連 結 す る よ う に 挿 入 さ れ て
い る が 、 経 編 糸 ２ を 二 本 毎 に 連 結 す る よ う に 挿 入 し て も よ く 、 ま た 、 経 編 糸 ２ を 四 本 以 上
毎 に 連 結 す る よ う に 挿 入 し て も よ い 。 さ ら に 、 各 緯 糸 ４ 毎 に 連 結 す る 経 編 糸 ２ の 本 数 を 変
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更 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 経 編 糸 を 編 成 す る 弾 性 糸 又 は ／ 及 び 弾 性 経 糸 と し て 被 覆 糸 を 使 用 し た 場 合 に は 、 被
覆 糸 の 表 面 は 複 雑 な 形 状 に な っ て い る の で 該 弾 性 経 糸 が 経 編 糸 の 表 面 に 引 っ 掛 か っ て よ り
抜 け 難 く な り 、 ゴ ム 糸 や ス パ ン デ ッ ク ス を 使 用 し た 場 合 に は 、 ゴ ム 糸 や ス パ ン デ ッ ク ス の
表 面 は 摩 擦 力 が 大 き い の で 該 弾 性 経 糸 と 経 編 糸 と の 間 の 滑 り が 防 止 さ れ て よ り 抜 け 難 く な
る 。 さ ら に 、 外 装 糸 を 緩 く 巻 き 付 け た 被 覆 糸 を 使 用 し た 場 合 に は 、 伸 長 時 に 外 装 糸 の 隙 間
か ら 芯 糸 で あ る ゴ ム 糸 や ス パ ン デ ッ ク ス が 表 出 す る の で 表 面 は よ り 複 雑 な 形 状 に な る と 共
に 摩 擦 力 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 経 編 糸 を 弾 性 糸 に よ り 編 成 し た の で 、 経 編 糸 が 弾 性 経 糸 の 伸 縮 に
対 し て 追 従 し て 伸 縮 し 、 弾 性 経 糸 の 伸 縮 が 経 編 糸 に よ り 妨 げ ら れ る こ と が な い の で 、 経 方
向 に 対 し て 高 い 伸 縮 性 を 得 る こ と が で き 、 ま た 、 経 編 糸 の ル ー プ が 小 さ く な り 、 編 目 が 細
か く 、 風 合 い の 良 い も の が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 実 施 の 形 態 は 前 記 実 施 の 形 態 １ に 係 る 経 編 糸 に 挿 入 さ れ る 緯 糸 の 変 形 例 で あ り 、 図 ４ は
本 実 施 の 形 態 に 係 る 経 編 糸 に 挿 入 さ れ る 緯 糸 の 一 変 形 例 を 示 し た 説 明 図 で あ り 、 図 ５ は 本
実 施 の 形 態 に 係 る 経 編 糸 に 挿 入 さ れ る 緯 糸 の 他 の 変 形 例 を 示 し た 説 明 図 で あ り 、 こ れ ら の
図 に お い て 、 図 １ ～ 図 ３ と 同 一 符 号 は 同 一 又 は 相 当 部 分 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
変 形 例 １ ： 図 ４ に 示 す 緯 糸 ４ は 、 連 続 す る 五 本 の 経 編 糸 ２ を 連 結 す る よ う に 挿 入 さ れ て お
り 、 当 該 五 本 の 経 編 糸 ２ の 内 で 一 端 側 （ 図 ４ 中 、 左 側 ） に 位 置 す る 経 編 糸 ２ を 含 む 連 続 し
た 三 本 の 経 編 糸 ２ に お け る 六 つ の コ ー ス （ Ｘ １ ～ Ｘ ６ コ ー ス ） に 位 置 す る 各 ル ー プ ５ に ジ
グ ザ グ 状 に 挿 入 さ れ 、 続 い て 、 Ｕ タ ー ン 部 ８ を 介 し て Ｘ ７ コ ー ス に 位 置 す る 当 該 五 本 の 経
編 糸 ２ の 各 ル ー プ ５ に 順 次 挿 入 さ れ 、 次 に 、 Ｕ タ ー ン 部 ８ を 介 し て 当 該 五 本 の 経 編 糸 ２ の
内 で 他 端 側 （ 図 ４ 中 、 右 側 ） に 位 置 す る 経 編 糸 ２ を 含 む 連 続 し た 三 本 の 経 編 糸 ２ に お け る
六 つ の コ ー ス （ Ｙ １ ～ Ｙ ６ コ ー ス ） に 位 置 す る 各 ル ー プ ５ に ジ グ ザ グ 状 に 挿 入 さ れ 、 続 い
て 、 Ｕ タ ー ン 部 ８ を 介 し て Ｙ ７ コ ー ス に 位 置 す る 当 該 五 本 の 経 編 糸 ２ の 各 ル ー プ ５ に 順 次
挿 入 さ れ 、 こ れ を 繰 り 返 し て 当 該 一 端 側 に 位 置 す る 経 編 糸 ２ を 含 む 連 続 し た 三 本 の 経 編 糸
２ を 連 結 す る よ う に 挿 入 さ れ た 部 分 と 当 該 他 端 側 に 位 置 す る 経 編 糸 ２ を 含 む 連 続 し た 三 本
の 経 編 糸 ２ を 連 結 す る よ う に 挿 入 さ れ た 部 分 と が 交 互 に 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 各 緯 糸 ４ 毎
に 連 結 す る 五 本 の 経 編 糸 ２ に お け る 緯 糸 ４ が 挿 入 さ れ て い な い 部 分 を 通 気 孔 ９ と し た メ ッ
シ ュ 状 の 伸 縮 性 経 編 地 １ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 変 形 例 に よ れ ば 、 伸 縮 性 経 編 地 が メ ッ シ ュ 状 に 形 成 さ れ て い る た め 、 着 用 時 に 通 気 性 が
確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
変 形 例 ２ ： 図 ５ に 示 す 各 緯 糸 ４ は 、 連 続 す る 四 本 の 経 編 糸 ２ を 連 結 す る よ う に ジ グ ザ グ 状
に 挿 入 さ れ る 。 そ し て 、 隣 合 う 緯 糸 ４ が 二 本 の 経 編 糸 ２ を 共 有 し た 状 態 で そ れ ぞ れ 四 本 の
経 編 糸 ２ を 連 結 す る よ う に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 変 形 例 に よ れ ば 、 隣 合 う 緯 糸 が 二 本 の 経 編 糸 ２ を 共 有 し た 状 態 で 挿 入 さ れ て い る た め 、
伸 縮 性 経 編 地 の 強 度 が 増 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
な お 、 本 実 施 の 形 態 の 各 変 形 例 に お い て も 前 記 実 施 の 形 態 １ と 同 様 の 作 用 ・ 効 果 を 得 る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
実 施 の 形 態 ３ ．
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【 ０ ０ ３ ７ 】
本 実 施 の 形 態 は 前 記 実 施 の 形 態 １ に 係 る 経 編 糸 の 変 形 例 で あ り 、 図 ７ は 本 実 施 の 形 態 に 係
る 伸 縮 性 経 編 地 を 模 型 的 に 示 し た 部 分 拡 大 図 で あ る 。 同 図 に お い て 、 図 １ ～ 図 ３ と 同 一 符
号 は 同 一 又 は 相 当 部 分 を 示 し て い る 。 図 中 、 １ は 、 鎖 編 に 編 成 さ れ て な る 複 数 の 経 編 糸 １
０ と 、 各 経 編 糸 １ ０ 毎 に 挿 入 さ れ る 弾 性 経 糸 ３ と 、 経 編 糸 １ ０ を 三 本 毎 に 連 結 す る よ う に
挿 入 さ れ る 緯 糸 ４ と か ら な る 伸 縮 性 経 編 地 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ７ に 示 す 経 編 糸 １ ０ は 、 ル ー プ １ １ と ル ー プ １ １ を 繋 ぐ 連 結 部 １ ２ と か ら 構 成 さ れ て お
り 、 Ｘ コ ー ス に 位 置 す る 連 結 部 １ ２ の 一 方 側 （ 図 中 、 右 側 ） に ル ー プ １ １ が 形 成 さ れ 、 次
に 、 Ｘ コ ー ス に 位 置 す る ル ー プ １ １ か ら 編 成 方 向 （ 図 ７ 中 、 矢 印 Ｂ 方 向 ） 側 の Ｙ コ ー ス へ
延 伸 さ れ た 連 結 部 １ ２ の 他 方 側 （ 図 中 、 左 側 ） に Ｘ コ ー ス に 位 置 す る 連 結 部 １ ２ と 鎖 状 に
連 結 す る よ う に ル ー プ １ １ が 形 成 さ れ 、 続 い て 、 Ｙ コ ー ス に 位 置 す る ル ー プ １ １ か ら 編 成
方 向 側 の Ｚ コ ー ス へ 延 伸 さ れ た 連 結 部 １ ２ の 一 方 側 に Ｙ コ ー ス に 位 置 す る 連 結 部 １ ２ と 鎖
状 に 連 結 す る よ う に ル ー プ １ １ が 形 成 さ れ 、 こ れ を 繰 り 返 し て 鎖 編 に 編 成 さ れ て な る も の
で あ る 。 従 っ て 、 経 編 糸 １ ０ は 、 各 コ ー ス に 位 置 す る ル ー プ １ １ が 編 成 方 向 に 対 し て 一 コ
ー ス 手 前 に 位 置 す る 連 結 部 １ ２ と 鎖 状 に 連 結 さ れ た 状 態 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
本 実 施 の 形 態 に お い て も 前 記 実 施 の 形 態 １ と 同 様 の 作 用 ・ 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
実 施 の 形 態 ４ ．
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ７ は 本 実 施 の 形 態 に 係 る 伸 縮 性 経 編 地 に お け る 経 編 糸 と 弾 性 経 糸 と の 位 置 関 係 を 示 し た
説 明 図 で あ り 、 図 ８ は 本 実 施 の 形 態 に 係 る 伸 縮 性 経 編 地 に お け る 経 編 糸 と 緯 糸 と の 位 置 関
係 を 示 し た 説 明 図 で あ り 、 こ れ ら の 図 に お い て 、 図 １ ～ 図 ３ と 同 一 符 号 は 同 一 又 は 相 当 部
分 を 示 し て い る 。 本 実 施 の 形 態 に 係 る 伸 縮 性 経 編 地 は 、 鎖 編 に 編 成 さ れ た 連 続 す る ル ー プ
か ら な る 七 本 の 経 編 糸 ２ ａ ， ２ ｂ ， … ２ ｇ と 、 当 該 経 編 糸 ２ ａ ， ２ ｂ ， … ２ ｇ に 対 し て ル
ー プ ５ を 通 す よ う に 挿 入 さ れ る 三 本 の 弾 性 経 糸 ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ と 、 経 編 糸 ２ ａ ， ２ ｂ ，
… ２ ｇ を 複 数 本 連 結 す る よ う に 挿 入 さ れ る 三 本 の 緯 糸 ４ ａ ， ４ ｂ ， ４ ｃ と か ら な る 細 幅 状
の も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
弾 性 経 糸 ３ ａ は 、 七 本 の 経 編 糸 ２ ａ ， ２ ｂ ， … ２ ｇ の 内 で 一 端 （ 図 ７ 中 、 左 端 ） に 位 置 す
る 経 編 糸 ２ ａ と 経 編 糸 ２ ａ に 隣 接 す る 経 編 糸 ２ ｂ と か ら な る 二 本 の 経 編 糸 ２ ａ ， ２ ｂ に 挿
入 さ れ て お り 、 経 編 糸 ２ ａ に お け る 四 つ の コ ー ス （ Ｘ １ ～ Ｘ ４ コ ー ス ） に 位 置 す る 各 ル ー
プ ５ に ジ グ ザ グ 状 に 挿 入 さ れ 、 続 い て 、 Ｕ タ ー ン 部 ７ を 介 し て Ｘ ５ コ ー ス に 位 置 す る 経 編
糸 ２ ａ ， ２ ｂ の 各 ル ー プ ５ に 順 次 挿 入 さ れ た 後 、 Ｕ タ ー ン 部 ７ を 介 し て Ｘ ６ コ ー ス に 位 置
す る 経 編 糸 ２ ｂ ， ２ ａ の 各 ル ー プ ５ に 順 次 挿 入 さ れ 、 こ れ を 繰 り 返 す よ う に し て 経 編 糸 ２
ａ ， ２ ｂ に 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
弾 性 経 糸 ３ ｂ は 、 七 本 の 経 編 糸 ２ ａ ， ２ ｂ ， … ２ ｇ の 内 で 中 央 に 位 置 す る 経 編 糸 ２ ｄ と 経
編 糸 ２ ｄ の 一 端 側 （ 図 ７ 中 、 左 側 ） に 隣 接 す る 経 編 糸 ２ ｃ と 経 編 糸 ２ ｄ の 他 端 側 （ 図 ７ 中
、 右 側 ） に 隣 接 す る 経 編 糸 ２ ｅ と か ら な る 三 本 の 経 編 糸 ２ ｃ ， ２ ｄ ， ２ ｅ に 挿 入 さ れ て お
り 、 経 編 糸 ２ ｄ に お け る 三 つ の コ ー ス （ Ｘ １ ～ Ｘ ３ コ ー ス ） に 位 置 す る 各 ル ー プ ５ に ジ グ
ザ グ 状 に 挿 入 さ れ 、 続 い て 、 Ｕ タ ー ン 部 ７ を 介 し て Ｘ ４ コ ー ス に 位 置 す る 経 編 糸 ２ ｄ ， ２
ｃ の 各 ル ー プ ５ に 順 次 挿 入 さ れ た 後 、 Ｕ タ ー ン 部 ７ を 介 し て Ｘ ５ コ ー ス に 位 置 す る 経 編 糸
２ ｃ ， ２ ｄ ， ２ ｅ の 各 ル ー プ ５ に 順 次 挿 入 さ れ 、 さ ら に 、 Ｕ タ ー ン 部 ７ を 介 し て Ｘ ６ コ ー
ス に 位 置 す る 経 編 糸 ２ ｅ ， ２ ｄ の 各 ル ー プ ５ に 順 次 挿 入 さ れ 、 こ れ を 繰 り 返 す よ う に し て
経 編 糸 ２ ｃ ， ２ ｄ ， ２ ｅ に 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
弾 性 経 糸 ３ ｃ は 、 七 本 の 経 編 糸 ２ ａ ， ２ ｂ ， … ２ ｇ の 内 で 他 端 （ 図 ７ 中 、 右 端 ） に 位 置 す
る 経 編 糸 ２ ｇ と 経 編 糸 ２ ｇ に 隣 接 す る 経 編 糸 ２ ｆ と か ら な る 二 本 の 経 編 糸 ２ ｆ ， ２ ｇ に 挿
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入 さ れ て お り 、 経 編 糸 ２ ｇ に お け る 三 つ の コ ー ス （ Ｘ １ ～ Ｘ ３ コ ー ス ） に 位 置 す る 各 ル ー
プ ５ に ジ グ ザ グ 状 に 挿 入 さ れ 、 続 い て 、 Ｕ タ ー ン 部 ７ を 介 し て Ｘ ４ コ ー ス に 位 置 す る 経 編
糸 ２ ｇ ， ２ ｆ の 各 ル ー プ ５ に 順 次 挿 入 さ れ た 後 、 Ｕ タ ー ン 部 ７ を 介 し て Ｘ ５ コ ー ス に 位 置
す る 経 編 糸 ２ ｆ ， ２ ｇ の 各 ル ー プ ５ に 順 次 挿 入 さ れ 、 さ ら に 、 Ｕ タ ー ン 部 ７ を 介 し て Ｘ ６
コ ー ス に 位 置 す る 経 編 糸 ２ ｇ の ル ー プ ５ に 挿 入 さ れ 、 こ れ を 繰 り 返 す よ う に し て 経 編 糸 ２
ｆ ， ２ ｇ に 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
緯 糸 ３ ａ は 、 三 本 の 経 編 糸 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ を 連 結 す る よ う に 挿 入 さ れ て お り 、 Ｘ １ コ ー
ス に 位 置 す る 経 編 糸 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ の 各 ル ー プ ５ に 順 次 挿 入 さ れ た 後 、 Ｕ タ ー ン 部 ８ を
介 し て Ｘ ２ コ ー ス に 位 置 す る 経 編 糸 ２ ｃ ， ２ ｂ ， ２ ａ の 各 ル ー プ ５ に 順 次 挿 入 さ れ 、 続 い
て 、 Ｕ タ ー ン 部 ８ を 介 し て 経 編 糸 ２ ａ ， ２ ｂ に お け る 四 つ の コ ー ス （ Ｘ ３ ～ Ｘ ６ コ ー ス ）
に 位 置 す る 各 ル ー プ ５ に ジ グ ザ グ 状 に 挿 入 さ れ 、 こ れ を 繰 り 返 す よ う に し て 経 編 糸 ２ ａ ，
２ ｂ ， ２ ｃ に 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
緯 糸 ３ ｂ は 、 五 本 の 経 編 糸 ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ ， ２ ｅ ， ２ ｆ を 連 結 す る よ う に 挿 入 さ れ て お
り 、 Ｘ １ コ ー ス に 位 置 す る 経 編 糸 ２ ｃ ， ２ ｄ ， ２ ｅ ， ２ ｆ の 各 ル ー プ ５ に 順 次 挿 入 さ れ た
後 、 Ｕ タ ー ン 部 ８ を 介 し て Ｘ ２ コ ー ス に 位 置 す る 経 編 糸 ２ ｆ ， ２ ｅ ， ２ ｄ ， ２ ｃ ， ２ ｂ の
各 ル ー プ ５ に 順 次 挿 入 さ れ 、 さ ら に 、 Ｕ タ ー ン 部 ８ を 介 し て Ｘ ３ コ ー ス に 位 置 す る 経 編 糸
２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ ， ２ ｅ の 各 ル ー プ ５ に 順 次 挿 入 さ れ 、 続 い て 、 Ｕ タ ー ン 部 ８ を 介 し て 経
編 糸 ２ ｃ ， ２ ｄ ， ２ ｅ に お け る 三 つ の コ ー ス （ Ｘ ４ ～ Ｘ ６ コ ー ス ） に 位 置 す る 各 ル ー プ ５
に ジ グ ザ グ 状 に 挿 入 さ れ 、 こ れ を 繰 り 返 す よ う に し て 経 編 糸 ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ ， ２ ｅ ， ２
ｆ に 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
緯 糸 ３ ｃ は 、 三 本 の 経 編 糸 ２ ｅ ， ２ ｆ ， ２ ｇ を 連 結 す る よ う に 挿 入 さ れ て お り 、 Ｘ １ コ ー
ス に 位 置 す る 経 編 糸 ２ ｆ ， ２ ｇ の 各 ル ー プ ５ に 順 次 挿 入 さ れ た 後 、 Ｕ タ ー ン 部 ８ を 介 し て
Ｘ ２ コ ー ス に 位 置 す る 経 編 糸 ２ ｇ ， ２ ｆ ， ２ ｅ の 各 ル ー プ ５ に 順 次 挿 入 さ れ 、 さ ら に 、 Ｕ
タ ー ン 部 ８ を 介 し て Ｘ ３ コ ー ス に 位 置 す る 経 編 糸 ２ ｅ ， ２ ｆ ， ２ ｇ の 各 ル ー プ ５ に 順 次 挿
入 さ れ 、 続 い て 、 Ｕ タ ー ン 部 ８ を 介 し て 経 編 糸 ２ ｆ ， ２ ｇ に お け る 三 つ の コ ー ス （ Ｘ ４ ～
Ｘ ６ コ ー ス ） に 位 置 す る 各 ル ー プ ５ に ジ グ ザ グ 状 に 挿 入 さ れ 、 こ れ を 繰 り 返 す よ う に し て
経 編 糸 ２ ｅ ， ２ ｆ ， ２ ｇ に 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
本 実 施 の 形 態 に お い て も 前 記 実 施 の 形 態 １ と 同 様 の 作 用 ・ 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 実 施 例 】
実 施 例 ．
【 ０ ０ ５ ０ 】
経 編 糸 を 編 成 す る 弾 性 糸 と し て ４ ０ デ ニ ー ル の ス パ ン デ ッ ク ス （ ロ イ カ 　 商 品 名 ： 旭 化 成
株 式 会 社 製 ） か ら な る 芯 材 に ５ ０ デ ニ ー ル の ナ イ ロ ン 糸 を 一 重 に 巻 き 付 け た 伸 度 ３ の 被 覆
糸 を 用 意 し 、 弾 性 経 糸 と し て 伸 度 ５ ・ ８ ４ ０ デ ニ ー ル の ス パ ン デ ッ ク ス （ ロ イ カ 　 商 品 名
： 旭 化 成 株 式 会 社 製 ） を 用 意 し 、 緯 糸 と し て １ ０ ０ デ ニ ー ル の ポ リ エ ス テ ル 糸 に ウ ー リ ー
加 工 を 施 し た も の を 用 意 し た 。 そ し て 、 各 糸 を 縦 編 み 機 （ ラ ッ シ ェ リ ー ナ Ｒ Ｄ ３ 　 ： 商 品
名 ； ヤ コ ブ ミ ュ ー ラ ー 日 本 株 式 会 社 製 ） に 供 給 し た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
縦 編 み 機 に よ り 、 前 記 実 施 の 形 態 ４ と 同 じ 編 組 織 に 編 成 し た 幅 ７ ｍ ｍ の 伸 縮 性 経 編 地 を 得
た 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
次 に 、 定 速 伸 長 形 引 張 試 験 機 （ 島 津 オ ー ト グ ラ フ Ｓ Ｄ － ５ ０ ０ 形 　 　 型 番 ： 株 式 会 社 島 津
製 作 所 製 ） を 使 用 し 、 つ か み 間 隔 １ ０ ｃ ｍ ・ 引 張 速 度 ３ ０ ｃ ｍ ／ 　 分 ・ 設 定 伸 長 率 １ ０ ０
　 ％ の 条 件 の 下 で 前 記 伸 縮 性 経 編 地 の 伸 長 時 ・ 収 縮 時 に お け る パ ワ ー を 測 定 し た 。 そ の 結
果 を 表 １ に 示 す 。
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【 ０ ０ ５ ３ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ４ 】
ま た 、 Ｊ Ｉ Ｓ － Ｌ － ０ ２ １ ７ 　 １ ０ ３ 法 （ 洗 濯 ネ ッ ト 使 用 ） ス ク リ ー ン 乾 燥 に よ り 洗 濯 に
よ る 寸 法 変 化 率 を 測 定 し た と こ ろ 寸 法 変 化 率 は － ０ ． ９ ％ で あ っ た 。 さ ら に 、 前 記 伸 縮 性
経 編 地 の 伸 縮 を 繰 り 返 し た と こ ろ 弾 性 経 糸 の 抜 け は 生 じ な か っ た 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 伸 縮 性 経 編 地 に お い て 経 編 糸 を 弾 性 糸 に よ り 編 成 し て い る の で 、 経 編 糸
に よ る 弾 性 経 糸 の 締 め つ け が 増 し 、 ま た 、 経 編 糸 の 伸 縮 力 と 弾 性 経 糸 の 伸 縮 力 と の 間 に 伸
縮 力 の 大 き な 差 が な く な っ て 収 縮 時 に 経 編 糸 と 弾 性 伸 縮 と が ほ ぼ 同 じ 力 で 収 縮 す る た め 、
伸 縮 を 繰 り 返 し て も 弾 性 経 糸 が 経 編 糸 の ル ー プ か ら 抜 け な い 。 さ ら に 、 経 編 糸 が 弾 性 経 糸
に 追 従 し て 伸 縮 す る の で 経 方 向 に 対 し て 高 い 伸 縮 性 が 得 ら れ る 。 し か も 、 編 目 が 細 か く な
り 、 風 合 い も 良 く な る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
従 っ て 、 本 発 明 の 産 業 上 利 用 性 は 非 常 に 高 い と い え る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 １ に 係 る 伸 縮 性 経 編 地 を 模 型 的 に 示 し た 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 伸 縮 性 経 編 地 に お け る 経 編 糸 と 弾 性 経 糸 と の 位 置 関 係 を 示 し た 説 明 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 伸 縮 性 経 編 地 に お け る 経 編 糸 と 緯 糸 と の 位 置 関 係 を 示 し た 説 明 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 経 編 糸 に 挿 入 さ れ る 緯 糸 の 一 変 形 例 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 経 編 糸 に 挿 入 さ れ る 緯 糸 の 他 の 変 形 例 を 示 し た 説 明 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 伸 縮 性 経 編 地 を 模 型 的 に 示 し た 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 の 形 態 ４ に 係 る 伸 縮 性 経 編 地 に お け る 経 編 糸 と 弾 性 経 糸 と の 位 置 関 係 を 示 し
た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 の 形 態 ４ に 係 る 伸 縮 性 経 編 地 に お け る 経 編 糸 と 緯 糸 と の 位 置 関 係 を 示 し た 説
明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 伸 縮 性 経 編 地
２ ， １ ０ 　 経 編 糸
３ 　 弾 性 経 糸
４ 　 緯 糸
５ ， １ １ 　 ル ー プ
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６ ， １ ２ 　 連 結 部
７ ， ８ 　 Ｕ タ ー ン 部
９ 　 通 気 孔

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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